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1. 2019年7月期の連結業績（2018年8月1日～2019年7月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年7月期 8,327 17.3 741 99.2 745 97.9 524 101.3

2018年7月期 7,098 6.7 372 26.6 376 26.6 260 37.9

（注）包括利益 2019年7月期　　514百万円 （95.8％） 2018年7月期　　262百万円 （32.7％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2019年7月期 296.88 ― 13.9 8.5 8.9

2018年7月期 146.87 ― 7.5 5.0 5.2

（参考） 持分法投資損益 2019年7月期 ―百万円 2018年7月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年7月期 9,402 3,983 42.4 2,255.38

2018年7月期 8,192 3,557 43.4 2,014.15

（参考） 自己資本 2019年7月期 3,983百万円 2018年7月期 3,557百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2018年7月期につ
きましては当該会計基準等を遡って適用した後の数値を記載しております。

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2019年7月期 835 △123 △200 2,035

2018年7月期 359 63 △205 1,525

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2018年7月期 ― 20.00 ― 24.00 44.00 78 30.0 2.2

2019年7月期 ― 25.00 ― 30.00 55.00 98 18.5 2.6

2020年7月期(予想) ― 25.00 ― 25.00 50.00 21.0

3. 2020年 7月期の連結業績予想（2019年 8月 1日～2020年 7月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,000 29.9 369 2.4 370 1.9 260 3.3 147.21

通期 8,900 6.9 598 △19.2 600 △19.5 420 △19.9 237.81



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年7月期 1,798,800 株 2018年7月期 1,798,800 株

② 期末自己株式数 2019年7月期 32,671 株 2018年7月期 32,669 株

③ 期中平均株式数 2019年7月期 1,766,129 株 2018年7月期 1,773,403 株

（参考）個別業績の概要

2019年7月期の個別業績（2018年8月1日～2019年7月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年7月期 6,879 14.2 678 102.8 807 140.0 618 159.3

2018年7月期 6,025 3.9 334 △15.1 336 △15.1 238 △17.8

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2019年7月期 350.39 ―

2018年7月期 134.59 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年7月期 8,433 4,166 49.4 2,358.97

2018年7月期 6,883 3,640 52.9 2,061.16

（参考） 自己資本 2019年7月期 4,166百万円 2018年7月期 3,640百万円

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、その達成を
当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１. 経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（日付の表示方法の変更）

　「2019年7月期第3四半期決算短信」より、日付の表示方法を和暦表示から西暦表示に変更しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費の持ち直しの動きや雇用情勢の着実な改善が見られ、企業収益

は高い水準で底堅く推移するなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは海外事業の拡大、グループ会社間の事業連携強化、生産力の強化に取り

組んでまいりました。

当連結会計年度における売上高は、顧客企業の設備投資需要の増加等により包装機械事業・生産機械事業ともに

好調に推移した結果、前連結会計年度に比べ1,229百万円の増収となり、２期連続の増収となりました。利益につき

ましては、増収の効果及び包装機械事業における売上総利益率の改善により、営業利益、経常利益、親会社株主に

帰属する当期純利益ともに前連結会計年度に比べ大幅な増益となり、過去最高益を達成いたしました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、8,327百万円（前期比17.3%増）、営業利益は741百万円（前期比99.2%

増）、経常利益は745百万円（前期比97.9%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は524百万円（前期比101.3%増）

となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(包装機械事業)

国内市場での製袋自動包装機及び給袋自動包装機の販売台数の増加等により、売上高は6,929百万円（前期比

12.4%増）となりました。また、増収による増益に加え、主力商品であるメカトロハイスペック包装機を中心とし

た原価低減が寄与したことに伴い売上総利益率が改善したことから、営業利益は683百万円（前期比92.6%増）と

なりました。

(生産機械事業)

大型プラント案件の実績が増加したこと等に伴い、売上高は1,398百万円（前期比49.3%増）、営業利益は57百

万円（前期比244.4％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は9,402百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,209百万円増加いたしま

した。この主たる要因は、現金及び預金が509百万円、棚卸資産が415百万円、売上債権及びファクタリング方式に

より譲渡した売上債権の未収額の合計額が334百万円、それぞれ増加したこと等によります。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は5,418百万円となり、前連結会計年度末に比べて783百万円増加いたしまし

た。この主たる要因は、前受金が429百万円、仕入債務が186百万円、それぞれ増加したこと等によります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は3,983百万円となり、前連結会計年度末に比べて426百万円増加いたしま

した。この主たる要因は、利益剰余金が436百万円増加したこと等によります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会

計年度の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結会計年

度末との比較を行っております。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ509百万円

増加し、2,035百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は835百万円（前期比132.2％増）となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前

当期純利益744百万円、前受金の増加額430百万円、仕入債務の増加額187百万円等であり、支出の主な内訳は、たな

卸資産の増加額416百万円、売上債権の増加額201百万円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は123百万円（前期は63百万円の獲得）となりました。支出の主な内訳は、有形固定

資産の取得による支出108百万円、無形固定資産の取得による支出12百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は200百万円（前期比2.8％減）となりました。支出の主な内訳は、長期借入金の返

済による支出111百万円、配当金の支払額88百万円等であります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、景気は今後も緩やかな回復が期待されるものの、米中貿易摩擦の激化等による世

界経済の減速リスクや2019年10月の消費税率引き上げによる個人消費への影響が懸念されるなど、先行きは不透明

な状況であります。

このような状況下で当社グループといたしましては、海外事業の拡大、グループ会社間の事業連携強化、生産力

の強化を重要課題として、現在推進中である第５次中期経営計画で掲げている基本戦略を推進し、さらなる成長に

向けた基盤の構築に努めてまいります。

次期の売上高につきましては、顧客企業の設備投資需要が堅調に推移していることによる包装機械事業における

機械受注残高の増加及び国内外での積極的な販売活動の展開により、2019年７月期からの増収を見込んでおりま

す。一方で利益につきましては、新規開発機種の投入による低採算案件及び研究開発費の増加、国内外での展示会

出展による販売費の増加が見込まれることから、2019年７月期からの減益を見込んでおります。

以上により、2020年７月期の連結業績予想といたしましては、売上高8,900百万円（前期比6.9%増）、営業利益

598百万円（前期比19.2%減）、経常利益600百万円（前期比19.5%減）、親会社株主に帰属する当期純利益420百万円

（前期比19.9%減）を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の利益配分は、長期的安定と成長を維持するという観点から、企業価値を増大させる再投資のための内部留

保と、株主への積極的な利益還元を図ることを基本方針としております。

配当政策につきましては、連結配当性向30％または連結純資産配当率（ＤＯＥ）2％を目安に、安定配当を堅持し

つつ、業績動向を見ながら配当金の増加を目指していく方針であります。

上記の基本方針のもと、当期の配当金につきましては、1株当たり期末配当金を30円とし、すでに実施している1

株当たり中間配当金25円と合わせて、1株当たり年間配当金は55円を予定しております。詳細につきましては、本日

付で公表いたしました「剰余金の配当に関するお知らせ」をご参照ください。

また、次期の配当金につきましては、1株当たり年間配当金50円（中間配当金25円、期末配当金25円）を予定して

おります。

内部留保資金につきましては、企業体質の強化や競争力強化のための人材投資、研究開発投資など将来の発展・

成長のために活用していくとともに、安定配当を維持する資金としても有効に活用してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を

考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年７月31日)

当連結会計年度
(2019年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,525,475 2,035,116

受取手形及び売掛金 1,407,566 1,694,127

電子記録債権 188,445 103,145

仕掛品 1,760,678 2,173,110

原材料及び貯蔵品 376,961 380,226

未収入金 206,044 270,149

その他 92,996 98,618

流動資産合計 5,558,168 6,754,494

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 411,351 456,026

土地 646,125 646,618

その他（純額） 20,788 50,872

有形固定資産合計 1,078,264 1,153,517

無形固定資産

のれん 659,928 623,435

商標権 91,396 86,342

技術資産 594,789 561,898

その他 42,648 40,847

無形固定資産合計 1,388,763 1,312,523

投資その他の資産

投資有価証券 66,756 57,084

繰延税金資産 74,612 97,173

その他 25,992 27,248

投資その他の資産合計 167,361 181,506

固定資産合計 2,634,390 2,647,546

資産合計 8,192,559 9,402,041
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年７月31日)

当連結会計年度
(2019年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,764,073 1,817,161

電子記録債務 173,861 307,349

1年内返済予定の長期借入金 111,996 111,996

未払法人税等 99,091 172,889

前受金 840,182 1,269,656

役員賞与引当金 18,500 26,250

製品保証引当金 29,674 39,293

その他 535,675 723,811

流動負債合計 3,573,056 4,468,407

固定負債

長期借入金 634,678 522,682

繰延税金負債 306,737 290,753

株式給付引当金 8,550 17,700

退職給付に係る負債 37,779 39,713

その他 74,500 79,500

固定負債合計 1,062,244 950,349

負債合計 4,635,301 5,418,757

純資産の部

株主資本

資本金 251,577 251,577

資本剰余金 306,392 306,392

利益剰余金 3,048,007 3,484,267

自己株式 △67,206 △67,210

株主資本合計 3,538,769 3,975,026

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,211 13,238

為替換算調整勘定 △1,723 △4,981

その他の包括利益累計額合計 18,488 8,257

純資産合計 3,557,257 3,983,283

負債純資産合計 8,192,559 9,402,041
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ゼネラルパッカー株式会社(6267) 2019年７月期 決算短信

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年８月１日
　至 2018年７月31日)

当連結会計年度
(自 2018年８月１日

　至 2019年７月31日)

売上高 7,098,094 8,327,291

売上原価 5,290,435 6,080,490

売上総利益 1,807,659 2,246,800

販売費及び一般管理費 1,435,535 1,505,500

営業利益 372,123 741,300

営業外収益

受取利息 289 248

受取配当金 1,846 1,892

仕入割引 2,790 2,351

為替差益 1,624 －

受取保険金 203 2,236

その他 3,496 3,272

営業外収益合計 10,250 10,000

営業外費用

支払利息 5,815 5,742

その他 － 281

営業外費用合計 5,815 6,024

経常利益 376,557 745,276

特別損失

固定資産除却損 63 316

特別損失合計 63 316

税金等調整前当期純利益 376,494 744,960

法人税、住民税及び事業税 139,062 255,990

法人税等調整額 △23,024 △35,360

法人税等合計 116,038 220,630

当期純利益 260,456 524,329

親会社株主に帰属する当期純利益 260,456 524,329
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ゼネラルパッカー株式会社(6267) 2019年７月期 決算短信

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年８月１日
　至 2018年７月31日)

当連結会計年度
(自 2018年８月１日

　至 2019年７月31日)

当期純利益 260,456 524,329

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,096 △6,972

為替換算調整勘定 62 △3,257

その他の包括利益合計 2,159 △10,230

包括利益 262,615 514,099

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 262,615 514,099
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ゼネラルパッカー株式会社(6267) 2019年７月期 決算短信

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2017年８月１日 至 2018年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 251,577 282,269 2,858,644 △20,134 3,372,355

当期変動額

剰余金の配当 △71,093 △71,093

親会社株主に帰属す

る当期純利益
260,456 260,456

自己株式の取得 △65,828 △65,828

自己株式の処分 24,123 18,756 42,880

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 24,123 189,363 △47,071 166,414

当期末残高 251,577 306,392 3,048,007 △67,206 3,538,769

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 18,115 △1,786 16,329 3,388,684

当期変動額

剰余金の配当 △71,093

親会社株主に帰属す

る当期純利益
260,456

自己株式の取得 △65,828

自己株式の処分 42,880

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,096 62 2,159 2,159

当期変動額合計 2,096 62 2,159 168,573

当期末残高 20,211 △1,723 18,488 3,557,257
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ゼネラルパッカー株式会社(6267) 2019年７月期 決算短信

当連結会計年度(自 2018年８月１日 至 2019年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 251,577 306,392 3,048,007 △67,206 3,538,769

当期変動額

剰余金の配当 △88,069 △88,069

親会社株主に帰属す

る当期純利益
524,329 524,329

自己株式の取得 △4 △4

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － 436,260 △4 436,256

当期末残高 251,577 306,392 3,484,267 △67,210 3,975,026

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 20,211 △1,723 18,488 3,557,257

当期変動額

剰余金の配当 △88,069

親会社株主に帰属す

る当期純利益
524,329

自己株式の取得 △4

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△6,972 △3,257 △10,230 △10,230

当期変動額合計 △6,972 △3,257 △10,230 426,026

当期末残高 13,238 △4,981 8,257 3,983,283
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2017年８月１日
　至 2018年７月31日)

当連結会計年度
(自 2018年８月１日

　至 2019年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 376,494 744,960

減価償却費 96,250 98,538

のれん償却額 36,493 36,493

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,500 7,750

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △74,500 －

株式給付引当金の増減額（△は減少） 8,550 9,150

受取利息及び受取配当金 △2,135 △2,141

支払利息 5,815 5,742

売上債権の増減額（△は増加） △158,048 △201,264

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,083,769 △416,878

未収入金の増減額（△は増加） △2,073 △64,336

仕入債務の増減額（△は減少） 764,996 187,103

前受金の増減額（△は減少） 420,138 430,154

その他 90,818 190,113

小計 481,530 1,025,383

利息及び配当金の受取額 2,137 2,141

利息の支払額 △5,800 △5,790

法人税等の支払額 △117,931 △186,000

法人税等の還付額 49 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 359,985 835,734

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,913 △108,460

無形固定資産の取得による支出 △15,878 △12,182

定期預金の預入による支出 △100,176 △100,185

定期預金の払戻による収入 200,691 100,185

その他 △8,420 △2,371

投資活動によるキャッシュ・フロー 63,301 △123,014

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 200,000

短期借入金の返済による支出 － △200,000

長期借入金の返済による支出 △111,996 △111,996

自己株式の処分による収入 42,880 －

自己株式の取得による支出 △65,828 △4

配当金の支払額 △70,962 △88,212

財務活動によるキャッシュ・フロー △205,907 △200,213

現金及び現金同等物に係る換算差額 283 △2,866

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 217,662 509,640

現金及び現金同等物の期首残高 1,307,813 1,525,475

現金及び現金同等物の期末残高 1,525,475 2,035,116
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ゼネラルパッカー株式会社(6267) 2019年７月期 決算短信

（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）を当連結会計年度の

期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示

する方法に変更しております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」が49,101千円減少し、

「投資その他の資産」の「繰延税金資産」が44,268千円増加しております。また、「固定負債」の「繰延税金負

債」が4,833千円減少しております。

なお、同一の納税主体で「繰延税金資産」と「繰延税金負債」を相殺して表示しており、変更前と比べて総資産

が4,833千円減少しております。

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、包装機械、生産機械の２つの事業単位で組織が構成されており、各事業単位で日本及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは「包装機械」「生産機械」の２つを報告セグメントとしております。

「包装機械」は、自動包装機械の設計・製造・販売及び保守サービスを行っております。「生産機械」は食品製

菓製造機械の設計・製造・販売及び保守サービスを行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高又は振替額は、主に市場実勢価格に基づいております。

なお、当連結会計年度より「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月

16日）の適用により、表示方法の変更を行ったため、前連結会計年度のセグメント資産については、表示方法の変

更を反映した組替後の数値を記載しております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2017年８月１日 至 2018年７月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２包装機械 生産機械 合計

売上高

外部顧客への売上高 6,163,977 934,117 7,098,094 － 7,098,094

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 2,776 2,776 △2,776 －

計 6,163,977 936,893 7,100,870 △2,776 7,098,094

セグメント利益 354,949 16,559 371,509 613 372,123

セグメント資産 4,620,171 3,572,388 8,192,559 － 8,192,559

その他の項目

減価償却費 55,328 40,921 96,250 － 96,250

のれん償却額 － 36,493 36,493 － 36,493

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

22,846 － 22,846 － 22,846

(注) １ セグメント利益の調整額613千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度(自 2018年８月１日 至 2019年７月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２包装機械 生産機械 合計

売上高

外部顧客への売上高 6,929,106 1,398,184 8,327,291 － 8,327,291

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 700 700 △700 －

計 6,929,106 1,398,884 8,327,991 △700 8,327,291

セグメント利益 683,663 57,036 740,700 600 741,300

セグメント資産 6,158,161 3,243,879 9,402,041 － 9,402,041

その他の項目

減価償却費 56,470 42,067 98,538 － 98,538

のれん償却額 － 36,493 36,493 － 36,493

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

120,287 14,125 134,412 － 134,412

(注) １ セグメント利益の調整額600千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2017年８月１日
至 2018年７月31日)

当連結会計年度
(自 2018年８月１日
至 2019年７月31日)

１株当たり純資産額 2,014.15円 2,255.38円

１株当たり当期純利益金額 146.87円 296.88円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている役員向け株式交付信託が保有する当社の株式は、１株当た

り純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除した自己株式数に含めており、１株当たり当期純利益金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除した当該自己株式数は、前連結会計年度31,200

株、当連結会計年度31,200株であり、１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平

均株式数は、前連結会計年度11,270株、当連結会計年度31,200株であります。

３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2017年８月１日
至 2018年７月31日)

当連結会計年度
(自 2018年８月１日
至 2019年７月31日)

１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 260,456 524,329

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

260,456 524,329

　普通株式の期中平均株式数(株) 1,773,403 1,766,129

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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